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地域を守る！ ▶普及啓発・人材育成 意識の向上、知識・ノウハウの普及を図る この取組のポイント 

031 防災運動会で聴覚障がい者の共助力を向上 
✓ 仲間と協力しながら避難

所体験を学ぶ 

✓ 「助けられる人」から「助け

る人」へ！ 取組主体 従業員数 想定災害 実施地域 

諫早手話サークル 78 名 地震等 長崎県 

諫早手話サークルは平成 30 年度に聴覚障がい者を対象とした発災時に役立てられる防災運動会を実施した。 

1 取組の特徴（特色、はじめたきっかけ、狙い、工夫した点、苦労した点） 

 
共助による避難支援の仕組みづくりに取り組む 

 諫早手話サークルは、地域の聴覚障がい者とともに、手話の学習会や手話カルタ等を行うお楽しみ交流会、健康

講座の開催等様々な企画を実施している。 

 地域でともに活動する聴覚障がい者を対象にした防災の取組は、「聴覚障がい者の防災ネットワーク作り」として、

平成 9 年から続けている。 

 平成 20 年からは、災害時等の緊急時に、情報が入りづらい聴覚障がい者の命を守る活動を地域の中で進めるた

め、「となりぐみ探検隊」を毎年開催してきた。「となりぐみ探検隊」では、地域の聴覚障がい者や国土交通省、諫

早市、社会福祉協議会、自治会、民生委員、ボランティアの方々が、まち歩きをして、災害に備えたマイ防災マッ

プが作成されている。 

 長年の活動により、地域における防災ネットワーク作りの活動は恒例化し、年に数回の企画行事、市の防災訓練

への参加、探検隊、サークル学習会枠でのあんしんカードの更新、AED 講習、防災講演等、手話関係者行事で

のバンダナ普及等、様々な活動が実施されてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

競技形式の災害対応経験を通じて楽しみながら防災を学ぶ 

 平成 30 年においては、聴覚障がい者に特化した共助の必要性をより地域に浸透させるため、机上学習型ではな

く、実践的な参加体験型の防災運動会を実施した。 

 この運動会のコンセプトは、「楽しく学ぶ避難所体験」であり、競技において速さやうまさを競うのではなくチームの仲

間と協力して学べるよう、内容や小道具準備を工夫した。担架リレー、簡易トイレ作り、バケツリレー、防災リュック

作りという競技に加え、昼食時には非常食のカレー等を食べるという企画が実施された。 

 また、会場では防災意識の啓発を行うため、これまでに作成した防災マップや緊急連絡先や既往症を掲載した「あ

んしんカード」を展示した。 

「となりぐみ探検隊」の様子 
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取組の輪が広がっていくことを目指して 

 同サークルは、同様の取組が他の地域にも広がるよう、県内の他のサークルメンバーや行政関係者にも呼び掛け、

計 50 名が参加した。実施後には県内に配布する情報誌にも掲載を行った。また、県内の聴覚障がい者 8 団体

で構成される防災減災ネットワーク委員会や、全国の障がい者防災ネットワークのコミュニケーショングループでもこの

活動を発信したところ、「自分たちの地域でも実施したい」という声が寄せられた。 

2 取組の平時における利活用の状況 

  同サークルは、聴覚障がい者の市の防災訓練への参加や AED 講習のほか、地域住民とともにまち歩きを行い、防

災マップを作成する企画を 10 年以上実施している。また、聴覚障がい者だけでなく、その近隣住民にも情報提供

を行い、支援と共助について呼びかけを行っている。 

 共助力に着目した継続した取組により、災害に対する準備や自助・共助の重要性や、普段からの支え合う関係づ

くりの重要性の理解の促進につながっている。 

 長年の取組のおかげで、市、国交省、社協、自治会、民生委員等、地域の中でつながる関係団体が増え、ともに

活動する聴覚障がい者の社会参加や自立のための運動に、いい相乗効果が得られた。（例:「諫早市手話言語

条例の制定」、「地域活動支援センターの設立」） 

3 現状の課題・今後の展開等 

  防災運動会の参加者から「定期的に開催して欲しい」という声が多く寄せられているため、同団体は次年度も防災

運動会を実施する予定である。 

 同団体は、民生委員を中心とした見守りネットワークや他団体で作成した避難地図等の共有化を図るなど、地域

の自主防災組織と連携した取組もあわせて推進したいと考えている。 

担当者の声 長年の活動の成果を活かしてこれからも活動を続けていきます 

 10 年以上の活動の中で、市、国、社会福祉協議会、民生委員等地域の中でつながる関係団体が

増え、今回の企画においても良い相乗効果が得られたのではないかと思います。 

 発災時のいち早い情報伝達と避難に向けたサポートだけでなく、障がい者が共助者になるための取組

を継続していきたいと思います。  

問合せ先 
諫早手話サークル 法人番号: ―  

TEL - FAX - E-Mail tsuruno-ongaeshi@cam.bbiq.jp 
 
  

担架リレーの様子 

防災リュックに何を詰めるか各チームで考案 


